
不動産ポートフォリオ

管理システム

管理会社の月次報告書をそのまま取り込み、

ポートフォリオ全体の今を数字で確認できるシステムです。



不動産を複数持っていると、こんなことはありませんか？

報告書は届いている

管理会社から毎月届くが

物件ごとにバラバラで

全体像がつかみにくい

売るべきか迷う

「今が売り時かも」と感じても

数字の根拠がなく

判断しづらい

申告時期に慌てる

確定申告の時期になると

過去の数字を

掘り返す手間がある

このシステムを使うと、すべての答えが一画面に揃います。



01

全物件の今を

一画面で把握

物件・総戸数・入居率がひと目でわかる

月次収支のグラフが自動で更新される

物件ごとのNOI・CFを一覧比較できる



02

どの物件が

稼いでいるか

一目でわかる

利回りの高い順に並べ替えられる

保有年数・入居率・NOIを横並びで比較

利回りが下がった物件がすぐわかる



03

借入残高と

手残りが

物件ごとに並ぶ

DSCR（返済余裕度）が物件毎に確認できる

LTV（借入÷物件価値）で売り時目安を把握

手残りがマイナスの物件が一目で見つかる



数字が揃うと、売り時に気づける。

感覚ではなく、こんなサインが数字で見えてきます。

① 利回りが下がってきた

取得時と比べて家賃が下がっていないか。NOIの推移グラフで変化がわかります。

② 手残りがじわじわ減っている

修繕費や空室の影響で実質CFが縮小していても、月次で並ぶと傾向が見えます。

③ 借入残高と売却価格が近づいた

LTVが高まっていれば、売却しても手元に残りにくい状況。早めに気づけます。



04

確定申告の準備も

同じデータから

物件×年の収入・支出・利息・減価償却を

一覧出力

不動産所得（税前）・手取りCFも自動集計

税理士にそのまま渡せる形式で確認できる



管理するためではなく、

後悔しないために。

報告書をそのまま取り込む。数字が自動で揃う。

売り時も、申告準備も、すっきりと整理されます。

報告書インポート CF・利回り自動計算 売却判断指標（DSCR / LTV） 確定申告レポート
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